






調理実習時の家庭科室使用にあたっての確認事項





安全面から


家庭科準備室へは児童だけで入室しない。





～調理～


ガスの元栓は使用後、その都度閉める。（準備室の床下）


各テーブルのガス栓は使用後すぐに閉め、確認する。


食器やガラスコップ等ひびが入ったり、欠けたりしていたものは捨てる。


（※捨てたら家庭科の担当者までお知らせください。）


包丁は、バット等に入れて移動し、手渡ししない。


まな板は、かたくしぼったぬれ布巾を下に敷いて使用する。





衛生面から


～調理～


食器用せっけん（なの花せっけん）は、節約のため２倍に薄めて使用する。（シンクの下にペットボトルがあります）


包丁とまな板は、きちんと拭いて、乾いてから使用後消毒庫に入れる。使用する前には、熱湯やハイターなどで消毒をする。


食器や調理器具はきちんと拭いて、乾いてから食器棚に片付ける。


冷蔵庫内のもの（調味料等）は、入れた人が責任を持って片付ける。


学校のふきんは、台ふきんとして使用可。


食器ふきんは、児童個人のふきんか、ペーパータオルを使用する。


テーブルの流しは、調理のみに使用する。


テーブルの流しは、細かいゴミまできちんと取り、水分も拭き取る。使用後、しばらく流しの上の板は開けておく。


実習後、生ゴミは少なくてもその都度捨てる。


いすを調理台の上に乗せない。（ノロウィルス等の感染を予防するため）




















